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パーソルイノベーション株式会社

「学びのコーチ」お役立ち資料

リスキリングとは何か
いまリスキリングが必要な背景から

リスキリングを成功させるポイントまで解説
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DX（デジタルトランスフォーメーション）への取り組みがさまざまな業界で進む中、社員

の再教育を意味する「リスキリング」というキーワードへの注目が高まっています。これは

社会の変化、特にDXに対応できる人材の育成が企業の共通課題となっていることが背景にあ

ります。

それまでの経験の延長線上にあるスキルアップではなく、変化に対応できる人材の育成を目

指すリスキリングには、企業としてどのような取り組みをしていく必要があるのでしょうか。

本資料では、リスキリングを成功させるコツや具体的な施策について紹介していきます。

Introduction
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なぜ今、リスキリングが必要とされているのか
～背景にある経営と現場の課題とは～

リスキリングとは

ここ数年で耳にすることが多くなったリスキリング。

リスキリング（Re-Skilling）とは、自社の社員が持つ専

門性を活かしつつも、雇用する側が求める新しいスキル

を社員に習得させることを意味します。最近は特にDX

（デジタルトランスフォーメーション）を進める上で必

要となる、デジタル技術に対応できる人材を育成する目

的で導入されることが多くあります。

リスキリングへの関心が高まっている背景には、DX推

進が企業の共通テーマとなる中、DX人材の不足が深刻

なボトルネックになっている点があります。すでにDX

を導入している企業では、外部からの経験者を採用する

次の段階として、現場で業務やサービスにデジタルを取

り込める人材を、社内で育成することに注目が集まって

いるのです。

経営主導のリスキリング

このリスキリングについて、企業では具体的にどのよ

うな取り組みが行われているのでしょうか。全社レベル

で取り組む経営主導のリスキリングのトレンド、例えば

経営企画部や人事部、DX推進部などが経営陣の指示の

下で施策を立案・推進するものについて見てみましょう。

経営主導で行われるリスキリングのトレンド

経営主導で、全社レベルで取り組まれる場合、対象者

は選抜者と全社員の2階建てが基本構造になっている

ケースが多く見られます。さらに選抜者は初歩的な人と、

より実践的な能力を持つ人に分かれる傾向にあります。

このスキームの難しいところは、選抜の設計と運用で

す。「誰を、なんの基準で、どのように選抜し、どのよ

うに運用するのか」のアセスメント（評価）が必要にな

り、そのためには「求める人材」と「評価判定基準」の

明確化が欠かせません。

デジタル人材定義のトレンド

しかしながら、実際には定義が細か過ぎることや、レ

ベルやスキルの幅が広かったり、実際の業務との乖離が

大きかったりすることから、定義づけが難しいのが実情

です。そこで、多くの企業は以下の3つの視点で定義づ

けをしています。

①DXビジネス企画者

②DXデータ分析者

③DXテクノロジー実装者
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リスキリングの施策概要や課題感

また、リスキリングに取り組む企業のトレンドをまと

めると、以下のような施策概要や課題感が見えてきます。

目的

20XX年までにデジタル人材を〇〇人創出（育成）する

施策概要

・デジタル人材定義に基づき選抜レベルを設ける

・年度ごとに各選抜レベルの目標数を定める

・各選抜レベルにおけるトレーニング内容を定める

・各選抜レベルへの認定条件を定めアセスメント施策を

進める

課題

・デジタル人材定義が現場ニーズとフィットしない

・アセスメント施策とトレーニング施策が連動しない

・予算内でアセスメントオペレーションが設計できない

・アセスメントの最終承認者が現場・人事・DX部署の

整理ができない

経営主導と現場主導

こうした取り組みを進めていくと、現場からは反対や

不満が出てくることがあります。それは、これらの視点

は経営主導のリスキリングであるためです。

こうした反対や不満の声を減らすには「経営主導」の

取り組みに「現場主導」の要素を組み合わせる方法があ

ります。現場主導のリスキリングは、経営主導よりもア

ウトカム（結果・成果）がより現実的なケースが多く、

取り組みやすい側面がある一方で、インプットの内容は

短期視点になりがちです。長期的な視点で行う「経営視

点」といかに組み合わせるかがポイントとも言えるで

しょう。

これらの取り組みはどのように進められているので

しょうか。まずは「現場主導」の取り組みや抱えている

課題感について、次ページで紹介します。
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出所：パーソルホールディングス「DX推進に関する最新動向調査レポート2021」
https://go.persol-group.co.jp/wp09_phd_dl.html
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現場主導型のリスキリングとは
～短期的な課題解決に注目した取り組み～

5

経営と現場の連携は可能か

日本の企業はいま、経営主導のリスキリングに加え、

現場が主導する形のリスキリングの動きも活発化してい

ます。

現場主導のリスキリング施策は、「現場の業務をデジ

タル化する」という明確で詳細なゴール設定が可能とな

り、推進力を持つ一方、目の前の業務に必要なスキルを

インプットすることに集中しがちで、取り組みが留まっ

てしまうリスクもあります。

経営と現場、双方に長所と短所があり、両者は補完関

係にあるように見えます。しかしながら、その連携は簡

単ではありません。

経営と現場の連携が難しい背景

現場主導のリスキリングを行うことにより、どのよう

な効果が生まれるのでしょうか。

ある企業では、多くの業務でデジタル化が遅れていま

した。例えば、FAXやメールなどによる取引先との連絡

では、書類のやり取りを行い、業務管理はエクセルに手

入力で行っていました。日々の業務結果や勤務実態を上

司に報告する際にはレポートを作成します。こうして膨

大な作業が発生していました。

この企業では、それまでも一部の業務にITを取り入れ

て生産性を高めてきましたが、業務全体を見れば理想の

状態とは程遠い状況でした。なぜうまくデジタル化が進

んでいなかったのか。その背景として考えついたのが、

現場の人材の質的な成長が追い付いていなかったことで

した。業務を構造的に捉えて、効率化を考えながらはた

らく一部の人材と、目の前の膨大な量の仕事に追われる

大多数の人材の2層に分かれてしまっていました。

デジタル人材に必要な要素

この2層を分けているのは、デジタル化を「自分ご

と」としてとらえることができるか否か、です。「自分

ごと」として捉えられる人は、積極的に学び、仕事に生

かすことができますが、捉えられない人は自分の仕事以

外のタスクが発生したと考え、真剣に取り組みません。

「仕事が増える」という同じ課題であっても、その捉え

方によってデジタル人材になれるかどうかが分かれてし

まうのです。

Part2
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現場主導型が目指すべき目的

こうした組織の課題を解決するためには、非デジタル

人材のメンタルモデル（意識・行動パターン）を、デジ

タル人材のそれに変容させることが必要です。具体的に

は、デジタル化の必要性を感じない状態から、必要性を

感じる状態へと変える。これこそ、現場主導のリスキリ

ングが目指すべき目的なのです。

そこで有用なのが「体験」です。紹介した企業では、

リスキリングの施策として「組織のメンバーに業務のデ

ジタル化を体験させる」取り組みを行いました。メン

バーに基礎レベルのデジタルスキルを習得させ、そのス

キルを使って業務の自動化に取り組んでもらう。「便利

になった」「仕事が楽になった」と体感することにより、

デジタル化の必要性に気づくことができました。

経営側との課題の擦り合わせを

現場主導のリスキリングの特徴は、組織の具体的な課

題、例えば「業務の生産性や品質を高めたい」といった

明確な目的を持っていることです。ところが、現場でリ

スクリングを進めようとするとポジティブ・ネガティブ

の様々な反応が示されることになります。現場のリー

ダーはリスクリングを進めるにあたって、メンバーのメ

ンタルモデルを適切な方向に転換し、解決に導かなけれ

ばなりません。

そして、この現場主導のリスキリングと経営主導のリ

スキリングを上手くかみ合わせるには、現場の組織が抱

える短期的な課題と、経営上の中長期的な課題とをすり

合わせ、連結させることが望ましいでしょう。

次ページでは、上記のような現場主導のリスキリング

における、具体的なプロセスについて解説します。

デジタル化人材へのメンタルモデルチェンジ

仕事が増える

目先の仕事に
追われる

効率化よりも
目の前の仕事

生産性向上に
貢献

デジタル化の
発想が生まれない

更にデジタル化の
必要性を感じる

新たな
スキルを学ぶ

デジタル人材の
メンタルモデル

非デジタル人材の
メンタルモデル

メンタルモデルチェンジ

出所：パーソルイノベーション
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リスキリングは組織の課題解決が目的
～具体的に進めるための施策～

リスキリングへの意識改革

リスキリングが単なるスキル習得の手段ではなく、組

織の課題解決が目的だとすれば、どのような考え方やプ

ロセスにより進めることが望ましいのでしょうか。

リスキリングのプロセスを検討する上で考慮すべき重

要なポイントは「リスキリング対象者のマインドセット

を把握し、改善を促すこと」です。「デジタルスキルを

習得して業務へ生かすことはごく自然なこと」という捉

え方になるようにマインドセット（意識改革）を進める

ことが必要です。

DXが進まない企業では、社員が自らのリスキリングを

必要と感じていない傾向の割合が高い「アナログ型人

材」が多く、「デジタル型人材」が少ない状態にあると

考えられます。ゆえに、スキル研修だけではその効果は

十分得られにくく、マインドセットの把握と改善をセッ

トで進める必要があるのです。

多数派の意識に強く影響を受ける

組織のメンバーは、組織におけるアナログ型とデジタ

ル型それぞれの人数比率に影響を受け、いずれか多い方

のマインドセットに引っ張られます。また声の大きな人、

あるいは上司である管理者のマインドセットにも強く影

響を受けます。

現場主導のリスキリングにおいては、スコープ（範

囲）の中に「職場環境の変革」を入れておくことが重要

です。本人を取り巻く環境を考慮した上で、どのような

状態であればリスキリングがうまく進むのかを考えるの

です。

疑問を感じる社員にはフォローを

「このデジタルスキル研修は自分がすべきなのか」と

疑問に感じている社員に対しては、会社は上司を通じて

「それはあなたの仕事だ」とはっきりと示す必要があり

ます。多くの場合、会社からの期待があった上で、本人

が自分の仕事の捉え方を変える、という順番になります。

もし上司がアナログ型人材のマインドセットを持って

いるならば、社員のリスキリングの妨げになってしまう

でしょう。その場合は部下の動機づけを行わせ、上司も

リスキリング施策に巻き込んでしまうのが効果的です。

Part3
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具体的な成果や手段の設定

リスキリング施策を進めるには、まずデジタルによる

業務改善をテーマにした人材育成施策について、目指す

成果と手段を設定します。また、デジタルによる改善に

は終わりはありません。「改善は継続的に行われるべ

き」という認識をメンバーが共有することも重要です。

目指す成果

実際の業務でデジタル活用を進めること

手段

・管理職は対象社員に当該業務改善をアサイン

・業務へのデジタル実装は対象となる社員自身が行う

・活用するデジタルスキルのトレーニングが受けられ

る環境を用意する

・管理職は対象社員のマインドチェンジを観察・支援

管理職層も巻き込んだ能力開発

リスキリングは管理職にとってもチェンジマネジメン

トの能力開発につながります。

管理職には2つのスキル、①業務改善スキル②リー

ダーシップスキルが求められます。業務フローを俯瞰

（ふかん）し、改善に向けた判断や検証、維持管理をす

る能力に加え、社員が変化に順応するように導くことも

必要となります。

デジタル活用による継続的な改善に向けて、組織の

リーダーの下、管理職から社員まで関係者が協力する環

境を作ることが求められます。

別の人物（コーチ）による支援

管理職がチェンジマネジメントスキルを発揮すること

で、組織内ではデジタル活用が推進され、社員のリスキ

リングも進むことになります。しかし、こうした能力を

持つ人材は稀でしょう。

その場合、管理職ではなく、別の人物（コーチ）を用

意する方法もあります。直接的な業務指示は管理職が行

いますが、コーチは育成対象者の活動を助け、業務改善

とデジタル活用の推進を支えます。現場の管理職が主導

するスタンスは維持したまま、その活動を進めることが

可能となります。

このように、リスキリングは単なるスキル研修ではな

く、管理職のリーダーシップによるチェンジマネジメン

トを伴う性質があるものなのです。

リスキリング対象者を直接支援する施策例

出所：パーソルイノベーション

教育担当者

先輩・同僚

他育成対象者

育成対象者

上司

コーチ

会社からの期待

これまでの経験・
強み

キャリア像

業務目標

学習

実務
相互学習

課題共有

学習・実務支援

業務指示
フィードバック

業務指示（学習・実務）
評価フィードバック

状況把握・内省支援
学習行動習慣づけ
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経営主導で進める人材育成とスキル定義
～要員計画策定のコツ～

経営戦略から事業戦略へ

経営主導のリスキリングでは、デジタル推進を主導す

る部署を設置、有望な人材をこの部署に異動させること

で、デジタル人材へリスキリングさせていく手法がよく

取られます。

経営戦略においては、まず中期経営計画においてデジ

タル化を目指す方針を示し、それを事業戦略において各

部門に落としていきます。その後、組織の役割整理の議

論を経て、デジタル化推進を担う部署の新設、あるいは

既存部署に追加するなど、組織デザインを進め、加えて、

その役割を担う人材像も示します。そして、必要に応じ

て採用や移動配置、内部育成などの要員計画への取り組

みを進めることになります。

「内部」人材育成の重要性

この要員計画を進めるにあたっては、労働市場を「外

部」と「内部」の視点で整理するとわかりやすいでしょ

う。例えば、「外部」における即戦力としては中途採用

による人材確保がまず浮かびます。しかしながらデジタ

ル人材の争奪戦が起こっている今、有能な人材の確保は

なかなか難しいのが実態です。「外部」の人材を要育成

戦力として捉える場合も、デジタルに強い新入社員の確

保は年々厳しくなっています。

「外部」と比べると、「内部」の人材を活用すればこ

うした手間を省けることに加え、企業文化や自社事業へ

の理解、社内の人間関係がすでに構築されていることな

どから、デジタル推進をスムーズに進めることができる

でしょう。「内部」における即戦力人材がいる場合は、

彼らを軸にデジタル化部署を作ることができます。一方、

即戦力ではなく要育成戦力であれば、企業の中にいる人

材であることから基本知識や企業理念を理解しているメ

リットがあり、リスキリングは主にこの人材を対象とす

ることになります。

最初のハードル「スキル定義」

リスキリングに向けては、どういうスキルを習得すべ

きかを明確化する「スキル定義」が最初の取り組みとな

りますが、デジタル推進は経験がないことも多く、スキ

ル定義を経営陣が明確に示すことはなかなか難しいのが

実態です。また事業、技術、人事など、多様な人材が関

われば、組織間の役割分担や連携のあり方への配慮も必

Part4
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必要になるでしょう。スキル定義は、こうした問題を乗

り越えながら進めていく必要があるのです。

異動配置が生む効果と負荷

リスキリングを本格的に推進する場合は、異動配置を

伴った施策が効果的です。より強いコミットメントを生

み、スピーディーな人材育成が可能になるからです。し

かし、組織にも社員にも負荷が大きくなるというデメ

リットもあります。

異動を受け入れる部署のマネジメントにも大きな負荷

がかかります。目標設定や業務プロセス設計と指示など

に加え、新しい取り組みへのプレッシャーもあるでしょ

う。こうした部署の管理者に対しては、組織的な支援も

重要です。そしてこうした課題に対しては、どのような

取り組みが有効なのでしょうか。

異動時の正しいコミュニケーション

経営からの明確な期待を伝え、スキル要件を明確化し

た上でリスキリング進めれば明るい未来が待っていると

思ってもらうことが重要です。

異動後の組織的支援

異動後のリスキリング施策では、求める人材像、スキ

ル要件を満たすために、経営陣は管理者と二人三脚で社

員の成長に伴走していくことが求められます。

例えば、育成計画や到達目標を定め、モニタリングを

実施します。その進捗に沿って実務の付与や、追加の支

援を行うのです。組織的な伴走を通じて、リスキリング

のゴール達成の実績を積み重ねれば、組織としてのノウ

ハウも積みあがっていくでしょう。

リスキリングは成長の武器に

リスキリングは、個人にとっては勤勉さと変化対応力

が求められ、組織にとっては組織的な活動の中でじっく

りと人材を育てる力が求められます。

企業がリスキリング施策を進める際、検討や運用のリ

ソース、ノウハウが足りないことがあるかもしれません。

そんな企業を助ける様々なリスキリング支援サービスが

生まれています。これらを活用しながら、リスキリング

を企業発展につながる武器として磨いていきましょう。

対象部門ヒアリング スキル定義 課題設定 施策提案

スキル定義と施策提案の活動例

出所：パーソルイノベーション

部門責任者へのヒアリング実施 目標となるスキルの定義 目標と現状のスキルギャップや
育成課題を整理する

育成施策を提案する

支援内容：
事業/組織課題ヒアリング
求めるスキルの確認
既存社員のスキル確認
人材育成上の課題確認

支援内容：
インタビュー内容に基づいて
領域専門家慣習の下で
スキルの種類/範囲/レベルを
言語化する

支援内容：
目標と現状のスキルギャップや
育成上の課題を整理する
専門家慣習の下でスキル修得に
要する学習量や期間等を算出

支援内容：
育成メニューと対象人数から
数か月～年間単位での育成計画を提案
実務アサインとの兼ね合い等、
マネジメント支援も検討する
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学習者の心に寄り添い、最適なカリキュラム設計と学習伴走の仕組みで
組織に必要なリスキリングを成功に導きます。

リスキリング支援サービス
「学びのコーチ」とは

デジタル人材の獲得競争が過熱

総合経済対策（2022年10月28日閣議決定）により、リ

スキリングに5年間で1兆円の支援策が発表されました。

リスキリングというキーワードに注目が集まっています。

企業がDXを推し進めるためにもデジタル人材の需要が

高まっています。そのため、市場ではデジタル人材の獲

得競争が過熱しており、外部からの雇用と並行して内部

人事施策としてリスキリングの需要が高まっています。

リスキリング施策成功のカギ

リスキリング施策最大の課題はスキルとマインドのバ

ランスを取ることです。知識としての学習（スキル）だ

けでなく、マインドセットの変革による学習習慣の定着

化や目的意識の醸成が重要です。

「学びのコーチ」は最適なカリキュラム設計とコーチ

による学習伴走でリスキリング施策を成功に導きます。

リスキリング事例 目的 リスキリング事例 支援

「学びのコーチ」が選ばれる理由

Q：人材育成基準の達成可能性

C：費用対効果の合理性

D：IT人材獲得手段としての再現性

スキル要件定義とカリキュラム設計
達成度の計測

中途採用費用とのバランスするリスキリング費用

学習継続率99％の伴走ノウハウ
キャリアコーチングノウハウ

施策の検討要件 「学びのコーチ」が選ばれる理由

デジタル人材育成に関する

無料オンライン相談実施中

問い合わせ先 「学びのコーチ」：

https://www.manabicoach.jp/contact

https://www.manabicoach.jp/contact
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